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※　取組状況評価（　S：100%超　　A：80～100%　　B：80%未満　） ※　達成状況評価（　SS→S　　SA→A　　AA→A　　SB→A　　AB→B　　BB→B　）

＜杵築市＞令和６年度　学校評価の4点セット（自己評価・学校関係者評価） 学校名 杵築市立大内小学校 1学期

実
態

学力状況 学習・指導の状況 いじめ・不登校の状況 体力の状況

2 2 【体力／運動の喫緊の課題】
　○体力テストにおける握力・５０ｍ走に課題
　　がある。
　○運動愛好度は,高学年ほど個人差がある。

27／４８　
解消率% 75% 76% 64% 女子５０%（５年） 38／４８　

テストの喫緊の課題
文章の読解力が不足しているため要約や考察して書く力が弱い。
算数では,筋道を立てて考え,立式して計算することが苦手。

内新規 0

各種
調査
結果

R5年度　市の学力状況調査（全国平均正答率を上回った
観点）
４年 国語５／５　算数５／５
５年 国語５／５　算数４／５
６年 国語４／５　算数１／５

【学習の喫緊の課題】

　　○理解しているが,時間が経つとできなくなる傾向が
          ある。   （定着が不十分）
　　○活用することや読解問題を苦手としている。

Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5
【生活指導の喫緊の課題】
　
○相手の気持ちを思いやる言動ができていない
   児童が若干名いる。
○いじめの解消率については,前年度より上がって
   いるものの,まだまだ低い。

運動愛好度 Ｒ５全国値以上種目数
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重点的取組
取組指標

誰が・何を・頻度

〇人間関係づくりプログラムの実施
○縦割り班活動・集会の充実

○教師が人間関係づくりプログラムの場
　で,子どもの心に響く実践を月に2回
　以上行う。
○教師が優しい言動ができた児童を評価
　する声かけを1日に1回以上する。また
　優しい言動をした児童を評価する場を
　設ける。                 （帰りの会等）
○教師が,縦割り班活動や集会活動の中
　で,優しい言葉で交流する場（話し合
　いや振り返りの会等）を週１回以上設
　定する。
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その他
学力向上
の取組

支援の必要な児童への支援の工夫

取組
評価

達成状況の確認

考察・改善知識
技能

思考
判断
表現

学び
人間性

根拠
評
価

取組内容

○教師が１日の授業の中で1回以上
 【考えの言葉】を意識した活動を設定
　する。
○グループ（又はペア）の話し合い活動を
   算数のひと単元に２回以上設定する。 S

児童アンケートで「自
分の考えを理由つけて
言えた」の肯定的回答
が87.5％

教職員アンケートで
「児童は自分の考えを
理由をつけて言えた」
の肯定的回答が100％

S

今後も「考えの言葉」を意識
した活動を増やす。また,教
師が授業の中で児童に使わせ
たい「考えの言葉」を想定
し,より明確な指示を出すよ
うにする。話し合い活動にお
いて,友だちの考えを聞き,質
問したり自分の考えを伝えた
りする児童をめざす。

・子どもたちが自ら
   解決したくなるよ
   うな課題の設定
・学年に応じた思考
   方法を身につけさ
　せる

何
事
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
態
度
の
育
成

考
え
を
深
め
合
え
る
子

・児童アンケートで「自分の考
　えを理由つけて言えた」の肯
　定的回答８０％以上にする。
　　　　（R5 末　92％）

・教職員アンケートで「児童は
　自分の考えを理由をつけて言
   えた」の肯定的回答を50％
　以上にする。
　　　　（４月　12％）
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根拠をもとに自分の
考えを表現できる子
どもの育成。
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○教師は１日の授業の中で1回以上,児童の
　躓きを想定し,必要な支援を用意する。
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・児童アンケートで「相手の気
　持ちを思いやる優しい言動が
　できた」の肯定的回答を８０
　％以上にする。
　　　　（R5末　　94％）

・教職員アンケートで「相手の
　気持ちを思いやる優しい言動
　ができた」の肯定的回答を
　75％ 以上にする。
　　　　（4月　87％）
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・児童アンケートで「体育の授
　業や体力アップカードで立て
　ためあてに向かって頑張るこ
　とができた」の肯定的回答を
　80％以上にする。
　　　　　（R5末　97％）
　
・教職員アンケートで「児童は
　体力アップのめあてに向かっ
　て頑張ることができた」の肯
　定的回答７５％以上にする。
　　　　（4月　87％）
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び
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性

体
育
部

○めあてを意識させた体育授業の実践

(体)

一校一実
践テーマ サーキットトレーニングの充実

○教師は毎回の授業はじめに,サーキット
   トレーニングに取り組ませる。
○教師は体力アップカードを体育科の単元
　に2回以上扱う。

A

児童アンケートで「体育
の授業や体力アップカー
ドで立てためあてにむ
かって,がんばることがで
きた」の肯定的回答
78.6％

教職員アンケートで「児
童は,体力アップのめあて
に向かって頑張ることが
できた」の肯定的回答
100％

A

児童アンケートで「相手
の気持ちを思いやる優し
い言動ができた」の肯定
的回答が８７．５％

教職員アンケートで「児
童は相手の気持ちを思い
やる優しい言動ができ
た」の肯定的回答９０．９％

S

肯定的回答は目標を上回った
が,優しい行動はできても言
葉で伝えることが苦手な児童
も若干名いる。今後も,人間
関係づくりプログラムを充実
させることで改善を図ってい
く。A

教職員は頑張りを認めている
が，頑張りを自覚できていな
い児童もいる。めあてに対し
てどうであったかという「達
成」だけでなく，児童の頑張
る「過程」を教師が認めた
り，それを積極的に伝えたり
するようにする。

学習の中でＩＣＴを使えている。学年間に
差があるため,教職員のＩＣＴの効果的な活
用についての研修を行う。また「タブレッ
トを学習に生かせた」の基準を明確にし，
共通認識できるようにする。

担　　　当 重点的取組 評価 考察・改善

家　　　庭
学習・生活習慣の確立（頑張りカードの推進とメディアコントロール＜スマホ・タブレット等の使用のきまり＞の
推進

A
頑張りカードの実施により,学習のめあてに向かって頑張り,スマホやタブレット
の決まりを守ろうとする姿があった。一方で,児童と保護者との共有が図れてい
ない事例もあった。研修部で今後の取り組みを検討する。

杵築市の今日的課題：重点目標

ICTの効果的活用（頻度）

・児童アンケートで「タブレットを学習に
生かせた」の肯定的回答を75％以上にす
る。

○授業中のタブレットの効果的な活用
○教師は授業中に週1回以上【考えの共有】
  【ふりかえり】等でタブレットを活用す
　る。

A

児童アンケートで「タブレットを学習
に生かせた」の肯定的回答80.4％教
師アンケートで「教師は授業中に週1
回以上【考えの共有】 【ふりかえり】
等でタブレットを活用する」の肯定的
回答が90％

S

地　　　域
（学校運営協議会）

環境安全推進部 登校時の安全指導と声かけ運動 A 登校時の安全指導や声かけ運動,通学路の整備等を行った。

学習支援部 地域交流計画の実施と読み聞かせ・ゲストティーチャーなどの学習支援 A
地域交流計画をもとに,麦刈り・三世代グラウンドゴルフ大会の練
習・田植え・読み聞かせ等の活動を行った。


